
１　要旨・目的

２　概要

 （１）内示状況

　　・令和７年度当初の補助公共事業の内示額は、8,839百万円（Ｄ列）となり、前年度の8,980百万円（Ｂ列）に対して98.4％となった。

　　・国補正分を含めた令和７年度の内示額は、11,557百万円（Ｋ列）となり、前年度の11,362百万円（Ｉ列）に対して101.7％となった。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ
(Ｄ-Ｃ) (Ｄ-Ｂ) (Ｄ/Ｂ) (Ｊ-Ｋ) (Ｋ-Ｉ) (Ｋ/Ｉ)

6,101 4,992 5,337 4,530 ▲806 ▲ 461 90.8% 7,928 6,818 7,364 6,557 ▲806 ▲ 261 96.2%

254 254 226 212 ▲14 ▲ 42 83.4% 254 254 226 212 ▲14 ▲ 42 83.4%

2,246 2,210 2,142 2,086 ▲55 ▲ 123 94.4% 2,453 2,418 2,457 2,401 ▲55 ▲ 16 99.3%

1,368 1,011 1,970 1,470 ▲500 459 145.4% 1,368 1,011 2,014 1,514 ▲ 500 503 149.7%

508 513 546 540 ▲6 27 105.2% 855 860 878 872 ▲6 11 101.3%

10,477 8,980 10,221 8,839 ▲1,382 ▲ 141 98.4% 12,859 11,362 12,939 11,557 ▲1,382 195 101.7%
 ※　単位未満を四捨五入しているため，合計と内訳が一致しない場合がある。

 　ア　漁場：減少　

３　今後の対応

令和７年度補助公共事業の内示状況について

　　農林水産局における令和７年度補助公共事業の内示状況を報告する。

（単位：百万円） （単位：百万円）
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林 道

造 林

合 計

　　「２０２５広島県農林水産業アクションプログラム」に基づき、生産性の高い持続可能な農林水産業の確立に向け、人口減少や物価高騰などの

　社会経済情勢の変化も踏まえた基盤整備を実施するとともに、ため池の総合対策や山地災害防止などの防災・減災に向けた取組を着実に推進する。

    　Ｒ６年度に実施した増殖場へのかき殻の有効活用法の確立に向けた実証事業が完了したことなどにより、所要額が減少したため。

　イ　林道：増加

　　　Ｒ６年度から開始した林道比和・新庄線（君田・布野区間）冠山トンネル開設工事の本格実施に伴い、所要額が増加したため。

（２）主な増減理由（対前年比）
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